
 

事業者の対応（四谷駅前地区第一種市街地再開発事業） 

  

 皇居周辺地域の建築物のデザイン協議の一環として、平成24年8月3日及び10月5日に

東京都景観審議会計画部会への意見聴取を行い、東京都の見解を事業者に伝えたところ、下

記のとおり事業者から対応の方向性を示されました。 

 

 

○建築物のデザイン協議事項（四谷駅前地区第一種市街地再開発事業） 
計画部会の意見を踏まえた都の見解 事 業 者 側 の 対 応 

 

以下の、遠景～中景に関わる事柄について

計画見直し等のご対応をお願いします。 
【平成24年8月3日計画部会の審議結果を踏

まえた都の見解】 
 
・ 市ヶ谷橋からの見え方 

外濠の美しい水辺・緑地景観が残存する

市ヶ谷橋からの景観は、「東京都景観計画」

において特段の配慮が必要であるとされて

いることから、建築物の分節や建物頂部の

デザインなどの工夫も含め、建築物の高さ、

配置、形態、色彩等に関する配慮を行い、

外濠の水と緑を生かした景観を形成するよ

う、計画を見直されたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 迎賓館前からの見え方 

 

 
 
 
 
 
市ヶ谷橋からの見え方 

外濠の水と緑を生かした景観を形成する

ために、下記のデザインの工夫を行うこ

とで、広がる水と緑の中にすっと建つ細

さの強調された高層シルエットを形成い

たします。 

 

・計画部会案（8/3）では、八角形の平面形

状をベースに、コーナー部のガラス斜め

面及び長手中央のスリットで、壁面の分

節を行っていました。 

検討案においては、まず平面形を多段の

コーナー形状に変更し、その上で、面の

表情に変化を与え、タワー全体を、より

細い幅の面の集合に見せるように分節を

見直します。 

・建物頂部のデザインの工夫に関しては、

計画部会案（8/3）では、4隅部を低くし

たシンメトリーな形状でした。 

検討案においては、市ヶ谷橋方面から迎

賓館側に向かって低く抑える多段構成と

する事で、市ヶ谷橋方面を向くコーナー

部を際立たせ、広がる水と緑の中で、細

さの強調されたシルエットを表現するよ

うに変更いたします。 →【補足資料1】 

 

迎賓館前のユリノキ並木越しの眺望 

別別添添２２ 



迎賓館前から外堀通りを望む軸線の見え

方は、迎賓館前のユリノキの並木から外堀

通りを結ぶ直線的な見通しの中に外濠のみ

どりと一体となった皇居周辺における特徴

的な景観を形成していること、また軸線上

の四谷見附交差点付近からの見え方は四ツ

谷駅前の顔となる景観であることから、い

ずれも首都の風格ある都市景観形成を図る

うえで重要であるので、高層部の分節や建

物頂部のデザインの工夫による周辺との調

和、基壇部の周辺と連続した街並み形成、

四ツ谷駅前に面する広場（出迎え広場）の

にぎわいと風格の向上などについて、更に

十分な検討を加え計画を見直されたい。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ユリノキの並木から外堀通りを結ぶ直線

的な見通し、パースペクティブな並木の

みどりといった特徴的な景観との調和を

図るために、下記のデザインの工夫を行

います。 

・計画部会案（8/3）では、縦基調の平部と

コーナー部の斜め面ガラスによる壁面分

節、及び4隅部を低くした建物頂部形状

によるシンメトリーな形状としていまし

た。 

検討案では、上記の「より細い幅の面の

集合に見せる壁面分節」に加え、建物頂

部に外堀通り側を低く抑えた形状変化を

与える事で、並木のつくるパースペクテ

ィブラインや、木々が林立するイメージ

との調和を図るように変更いたします。 

          →【補足資料2】 

四ツ谷見附交差点付近からの眺望 

四ツ谷駅前の顔となる景観を形成するた

めに、下記のデザインの工夫を行います。 

・計画部会案（8/3）では、高層コーナー部

の大きなガラス斜め面が、駅前に向く形

状となっていました。また駅側低層部は、

周辺街区よりやや低い建物高さとしてい

ました。 

検討案では、高層部における上記の壁面

分節と建物頂部形状による、圧迫感の軽

減を図ると同時に、低層部においては、

周辺の街並みと連続する建物高さとなる

様に変更いたします。   

→【補足資料3】 

四ツ谷駅前に面する広場（出迎えの広場） 

にぎわいと風格の向上を図るために、下

記のデザインの工夫を行います。 

・計画部会案（8/3）では2層の基壇部で低

層部を構成していました。 

検討案では、並木の合間に顔を出す明る

いピロティー空間と、出迎えの広場上部

のガラス壁によって、広場の大きな構え



 
 
 
 
 
 
 
・ 三栄通り沿道部分 

三栄通りは、四谷見附に至る道筋として

江戸時代以来の歴史性を有していることか

ら、沿道部分の景観形成について、こうし

た地区特性を踏まえ、建築物の形態・意匠

や緑の配置などを再検討し、計画に反映さ

れたい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成24 年10 月5 日計画部会意見を踏まえ

た都の見解】 
 
・ 外堀通り、三栄通りに面する低層部 
  外堀通り及び三栄通りに面する低層部

は、外濠の緑や周辺建物との調和、賑わい

の創出に重要であることから、外堀通り沿

道部及び三栄通りから広場へ抜ける歩行者

用通路入口等の設えも含めた三栄通り沿道

部について、外濠の緑や地区特性と一層調

和したものとするとともに、街区内外の回

遊性が向上するよう、検討されたい。 
 
 
 

をつくります。また、並木に沿って立体

的に緑化されたテラスと、商業の顔の連

なりにより、潤いと賑わいのある街角を

つくるように変更いたします。   

 →【補足資料4】 

三栄通り沿道部分 

外濠の緑や周辺建物との調和を図るため

に、下記のデザインの工夫を行います。 

・計画部会案（8/3）では横方向の緑化バル

コニーのみで構成していました。 

検討案では、連続する壁面を分節すると

ともに、縦基調のデザインを採用し、水

平な軒ラインと縦ルーバー、ガラス壁と

縦ルーバーといったように、用途に合わ

せ表情を変えることで、中低層建物の立

ち並ぶ対面の街並みのスケール感と調和

を図ります。 

出迎えの広場上部に関しては、計画建物

の高さを変更し対面の街並みの高さと調

和させるように変更いたします。 

緑化に関しては、四ツ谷駅から望むこと

の出来る壁面等景観上効果のある所に重

点的に配置し、維持管理面にも配慮し計

画を進めてまいります。 

   →【補足資料5】 

 

 

三栄通り歩行者通路入り口の設え 

三栄通りからの街区内外への回遊性向上

を図るために、下記のデザインの工夫を

行います。 

・計画部会案（10/5）では歩行者通路入り

口として門構えを強調するデザインとし

ておりました。 

検討案では、三栄通りから北側広場への

1、2 階での視線の抜け、上空から光が降

り注ぐ歩行者通路上部の見え方に配慮す

ると共に、「門構えを強調するデザイン」

として 2 階ファサードに透明度の高いガ



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
・ 計画地北側広場のデザイン 

計画地北側広場については、防災広場機

能と外濠のみどりを引き込む地域の杜とし

てのデザインが、両立できるよう検討され

たい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ラススクリーンを採用するなど、より細

部の検討を加え、通路へと人の流れを促

す計画といたします。 

           →【補足資料6】 

外堀通り歩行者通路入り口の設え 

外堀通りからの街区内外への回遊性向上

を図るために、下記のデザインの工夫を

行います。 

・計画部会案（10/5）では、外濠からまと

まった緑を、敷地内に引き込む計画とし

ていました。 

検討案では、外堀通りから広場へ通じる

緩やかに蛇行する歩行者通路形状によっ

て、広場へと人の流れを促す計画とする

と共に、通路両側へ緑を配置する等、外

濠の緑の引き込みにも配慮した計画とい

たします。       →【補足資料7】 

 

計画地北側広場のデザイン 

防災広場機能と地域の杜としてのデザイ

ンを両立しつつ、地域の防災機能の向上

を図るために、下記の考えに基づき今後

詳細検討を進めてまいります。 

・北側広場では中高木を含めた豊かな広場

としつつ、周辺住民の避難に十分な面積

を確保するため、視線を遮らず下枝の少

ない樹種を選定すると共に、極力段差を

設けないバリアフリーな緑化空間として

整備します。また、緑化部にも設置可能

な災害対応トイレ等の緑化の支障となら

ない防災機器を配置します。これらによ

り防災広場機能とデザインの両立を図り

ます。 

外堀通りから広場へ通じる歩行者通路に

ついては、緩やかに蛇行する形状とし、

通路両側へ緑を配置することにより、外

濠の緑を地域の杜に引き込むとともに、

災害時の安全な避難動線とする計画とし

ます。また、その他の歩行者通路におい

ても通常時から広場に人を引き込むデザ



 
 
 
 
 
 
 
 

・ 色彩や素材を含めたファサードデザイン 
色彩や素材を含めたファサードデザイン

については、遠景、中景の見え方に影響を

与えることから、周辺建物との調和や高層

部と低層部の効果的な見せ方等に配慮し、

検討を深められたい。 
 

インとすることで、災害時にもスムーズ

な避難が可能となる計画とします。 

詳細については今後、関係各署との協議

を行い、通常時及び災害時の人の動線や、

外濠の既存樹木との調和等も考慮して、

更に検討を進めてまいります。 

 

色彩や素材を含めたファサードデザイン 

遠景、中景からの、外濠の緑や周辺建物

との調和を図るために、下記のデザイン

の工夫を行います。 

・計画部会案（10/5）では、周辺建物や緑

と馴染むＹＲ系の色相を採用し、高層部

を高明度、低層部を低明度の色彩としま

した。 

検討案では、高層部との明度差による対

比効果をより明確にし、やや明度の低い

中層建物が見受けられる周辺景観との調

和を図るため、低層部については明度を

下げた色彩に変更します。また、彫りの

深さや質感のある素材によって効果的な

見せ方の検討を図ります。 

色彩計画については、より周辺景観との

調和を図るように、更に検討を進めてま

いります。 

          →【補足資料8】 

 

 

  

 

  










